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第Ⅰ章において必要となるベーシックなツールとマテリアルをリスト
アップ。最低限これらを揃えてから製作していくのがベストだが、まずは
本ページとキットの説明書、そして第Ⅰ章の各工程を先読みして、自分に
本当に必要そうなアイテムに絞って入手するのもOKだ

▶ピンセットの先には「幅広」「ツル首」な
ど様々な種類がある。迷ったらとりあえ
ずは先細タイプをゲットしておこう

▲ファインモールドのF-4に
限定するならば必要なのは
1㎜口径のドリル刃のみだ

◀︎プラモデル用でなくともコンパ
スの針や裁縫用のニードルで代用
することももちろん可能

ランナーからパーツを切り
離す際に必要なニッパー。
なかでも模型用のニッパー
は刃先が薄いものが多く、繊
細なパーツの多いファイン
モールドのF-4でも安心だ。
逆に100円均一ショップの
ニッパーは重く分厚く扱
いづらいので、必ず模
型用を1丁用意
しておこう

ピンバイスはプラスチック
に丸い穴を開けるための工
具。戦車や艦船など他ジャ
ンルにおいても重宝するの
で、ドリルの口径は0.5㎜～
5㎜と複数種揃えておくと
良い。今回のF-4ではパイ
ロンや増加燃料タンクを搭
載する際に活用

大まかな塗り分けはエアブ
ラシで行なうものの、計器
板や翼端灯といった細かい
部分の塗装には筆を用い
る。小さなディテール用の
細い面相筆、汎用の中サイ
ズの面相筆、さらにウォッ
シングの際に便利な幅広の
平筆、この3種類を揃えて
おくと不足ない

通常のカッターよりも
取り回しやすく、パー
ツ切断後のゲート痕処
理に大活躍するのがデ
ザインナイフ。手軽に
刃を交換することもで
き、パーティングライ
ンの除去やちょっとし
たスジ彫りにも使え
る、模型製作との相性
が抜群なツールだ

薄い金属製の精密ノコギ
リ。様々なメーカーから
発売されているが、タミヤ
のエッチング製ノコギリ
は安価かつ5タイプ付属
するためオススメ。合わ
せ目処理中に失われたパ
ネルラインの再生や彫り
増しに使用する

指先で摘むことができない小さなパーツを接着する際
に使うのがピンセット。塗装する際の持ち手としても、
マスキングといった細かい作業をする時にも役立つぞ

広範囲の塗装をムラなく素早くこなせるエアブラシ
は飛行機模型の強い味方。第Ⅰ章のF-4EJ改では0.3

㎜口径のエアブラシを使用し、コクピットの基本色
や空自機の2色制空迷彩を塗装している。エアブラ
シを活用するにはエアホースやコンプレッサー（ま
たはエアー缶）といった備品一式も必要となる

●タミヤクラフトツール
薄刃ニッパー （ゲートカット用）
（タミヤ　税込3190円）

●HGワンタッチピンバイスセット
（ウェーブ　税込1980円）

●タミヤ メイクアップ材シリーズ
モデリングブラシHFスタンダードセット
（タミヤ　税込770円）

●タミヤクラフトツール
モデラーズナイフ
（タミヤ　税込1045円）

●タミヤクラフトツール
精密ノコギリ（エッチング製）
（タミヤ　税込990円）

浅いパネルラインをなぞるように走らせ、深めるための
専用ツール。ファインモールドのF-4は機体表面のパネ
ルラインやモールドが非常に繊細なので、これらを彫り
増ししてあげるだけで全体の印象が大きく変わってくる

●HG カービングニードル
（ウェーブ　税込550円）

●スプレーワークHG
エアーブラシ（カップ一体型）
（タミヤ　税込1万3530円）

●ステンレスピンセット
（HOZAN　税込957円）
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国内ファンにとって馴染みの深い航空自衛
隊のファントムIIがこのF-4EJ改。2020年10月
に同時発売されたEJ型との、ライトニングス
トリップや水平尾翼補強板、アンテナやセン
サーといったディテールの違いも正確に再
現。マーキングは第306飛行隊375号機、百里
基地の440号機が付属

●航空自衛隊 F-4EJ改 戦闘機
（ファインモールド　税込4290円）

正確なディテールと組み立て易さを考慮した設計でファイン
モールドから登場したF-4ファントムII。ここでは航空自衛隊
F-4EJ改の製作工程をステップバイステップで紹介していく。
まずは組み立てから塗装の基本をマスターしよう
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パーツの切り出しには模型用ニッパーを使用する。コ
クピットのみならず多くのパーツ同士が組み合わさる
ため、ゲート処理は丁寧に行なう。コクピットの計器
板はデカールで再現することも出来るが、今回はモー
ルドを活かした塗装による塗り分けで仕上げていく

コクピットフロアの大部分は基本的に単色塗
装となるため、塗装に支障のないパーツは適
宜、流し込みタイプの接着剤で接着してしまお
う。パーツ同士の接着の際には念入りに擦り
合わせを行ない、極力隙間などが発生しないよ
う注意する

STEP

1 見せ場となるコクピットはキットそのままでも充分に精密感が得られるが、ここでは各部塗り分けのコ
ツや純正アフターパーツを用いたディテールアップ術を紹介。胴体組み立て前に済ましておくべき機体
内部の製作を行なっていく

実際に組み上がった際にパーツがキチンと機体に収まるのか、また完成
するとどれくらい見えるのかなど、塗装を始める前に一旦仮組みをし
て確認しておこう。奥まった箇所はどこまで塗装すれば良い
かをあらかじめ把握しておくことで、その先の工程の無
駄を省くことにも繋がるのだ

コクピットフロアとは異なるカラーや部分塗装
が必要なパーツは個々に塗装するため、全ての
パーツをいきなり接着しないこと。また小さい
パーツはランナーごとカットしておくと塗装の
際に持ち手となるのでとても便利だ

すべて接着してしまうのは NG

ONE POINT!



◀キャノピーは本体と同じ感覚でウォッシングを行な
うと、マスキング内に染み込んでしまう可能性が高い。
ドライブラシの要領で塗料を塗り付けていくのが安全

◀機体本体と同様の手順で
シャドー吹き、基本塗装、
再シャドー、褪色表現を行
なったのちにウォッシング
を施す

▶航空機の汚れは気流に沿って流
れる。そのため機体本体のふき取
りではエナメルうすめ液をキム
ワイプに含ませ、前から後ろに向
かって拭き取ると自然な仕上がり
が得られる。キムワイプも綿棒と
同様、ある程度汚れてきたら交換
しよう

◀前後方向のみならず、雨
垂れなどの縦方向の汚れも
若干意識しつつ、本体より
もスミを残し気味に拭き取
り汚れを強調する

▶ウォッシングの完了。
全体のトーンが落ち着い
て、序盤で彫り直した各
部のモールドにもキチン
とスミが流れている

STEP

10 機体本体にウォシングを施しメリハリを利かせ、モチベーションが上がったところで細部の塗装を済ま
し、またこれまで組み立てた小物パーツの組み付けを行なっていく。ここまでくれば完成は目前。気を
ぬくことなく最後の仕上げに取り掛かろう！

デカールが完全に乾燥したらスミ入れ塗料のダークブラウ
ンを用いてウォッシングを行なう。平筆にたっぷりと含ま
せ、モールド全体にしっかりと流れるように塗りつける。完
全に乾燥させるために最低でも1時間は触らないようにする

ウォッシングの拭き取りは、ただ漫然と拭い散ればよいというも
のではない。拭き取り跡がそのまま航空機の汚れをイメージさ
せるものとなるため、拭き取る方向も意識することが大切なのだ

機体本体だけではなく、装備される増加燃料にもウォッシングを行なう。
塗装の工程は機体本体と変わらないが、燃料タンクは繰り返し何度も使用
されるため、本体よりも汚しを強調するのがポイントだ
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▶希釈にはMr.レベリングう
すめ液を使用。なるべくミ
ストの飛び散りが生じない
よう、濃度は薄めにエア圧
もやや低めに設定している

STEP

2 1/72スケールでは特に繊細なコントロールが求められる3色以上の迷彩塗装。誰でも簡単にでき、失敗
時の手直しも容易な水性色鉛筆を用いた下書きメソッドのほか、本章の肝となるマスキングパテの活用
方法をマスターしよう

ますは迷彩の1色目となるダークグリーン（影色の調色にも
使用したC309）をエアブラシで塗装していく。このダークグ
リーンは2/3色目（ライトグリーン・ブラウン）の下地色も兼
ねるので、上面全体に塗料が行き渡るように塗装しよう。薄
めに希釈し、ミストの飛び散り防止にエア圧はやや弱めに。
この時点でダークグリーンがやや濃過ぎても、仕上げの褪色
塗装で明度を上げることもできるのでリカバリーは簡単だ

ダークグリーンの塗装が完了した状態。シャドーに
よってパネルライン周辺がやや浮き上がって見える
のがわかるはずだ。塗面のザラつきがある場合は、番
手の高いスポンジやすりなどで軽くならしておこう

塗装図を参考に2色目、ライトグリーンとの境界
を塗装色と近い水性色鉛筆で下書きをする。第
Ⅰ章では希釈した塗料と面相筆で描き込みを行
なったが、ベトナム迷彩は主翼や胴体を横断す
る複雑なラインが多いため、より均一な細さで
線を描き込むことができる色鉛筆が最適との判
断。また描き直す際にも水性色鉛筆は消しやす
く、下のラッカー塗面への影響も少ない
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